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千鳥ヶ淵における環境教育の現状及び可能性について 

１ 基本的な認識 

 都心部に位置する国民公園（皇居外苑、新宿御苑、京都御苑）は、その自然

環境のみならず、多くの歴史的遺構や文化財を有していることから、これまで

の生物多様性国家戦略で環境教育・環境学習の拠点として位置づけられている。 

 しかしながら、これまでの皇居外苑での環境教育プログラム提供は、「母と

子の森」などの活用がある新宿御苑・京都御苑と比較すると、環境教育の場と

しての利用は一部の学校や団体が実施するにとどまり、多いとは言えない状況

にある。 

 また、地元自治体である千代田区へのヒアリングでも、千鳥ヶ淵公園等での

サクラの保全に関するプログラムを除けば環境教育はあまり行われていなかっ

た。 

 これに関しては、皇居外苑には環境教育の場として、潜在的な資源、ニーズ

はあるものの、これまで充分に活用されてこなかったものと考える。 

 例えばこれまでも自然や歴史を探訪するガイドツアーなどの実績があり（事

例１）、北の丸公園などでは、環境教育について検討の例もある（事例２）。 

 

２ 環境教育展開の可能性について 

 

○環境教育の対象となる資源 

千鳥ヶ淵周辺で、今後環境教育を展開するにあたり、対象として考えられる

資源としては、自然環境、歴史（史跡）、環境改善の取り組み、公園管理のあ

り方など、幅広いテーマが考えられる。 

（環境教育のテーマとして考えられる例） 

項 目 内容例 

歴史（史跡） ・江戸城史跡探訪（濠の成り立ちや石垣など） 

・近衛師団時代の歴史探訪 

環境改善の取り組み ・水質の現状と今後の改善方針 

・生物多様性の向上の取り組みと生き物数調べ 

自然環境（都心にあ

る自然） 

・植物・昆虫観察 

・野鳥（陸域）観察 

・濠や池で水鳥観察 

公園管理と景観 ・現在のサクラをめぐる課題と行政の取組を紹介し、今後の

サクラを含めた千鳥ヶ淵の景観を考える。（今後の管理のあ

り方の合意形成に向けて） 

資料４―２ 
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○利用者のニーズ 

 平成１９年度に実施された北の丸公園内及び園内施設での利用者アンケー

ト調査（複数回答可）では、北の丸公園で今後期待するイベントの内容とし

て、回答者の約４割が「江戸城跡の歴史探訪」と答え、続いて「皇居外苑の

植物観察会」（約３割）と「野鳥（水鳥）観察会」（約２割）が続き、北の

丸公園の歴史や自然の資源に触れるイベント開催を望む声は多かった。 

 また、近隣小学校などは北の丸公園や代官町通り小土手、外苑濠の緑地や水

面を「都心の中における貴重な自然」と位置付け、自然観察などの環境教育・

学習で利用している。 

 以上のことから、千鳥ヶ淵及びその周辺における環境教育関連の利用者のニ

ーズは存在しているということができる。 

 

 

 

○利用のタイプ 

 千鳥ヶ淵及び周辺地域の環境教育利用には下記のような利用のタイプが考

えられる。 

 

 ①千鳥ヶ淵に接した歩道（千鳥ヶ淵緑道・代官町通り・北の丸公園・靖国通

り歩道）を利用（周回含む徒歩） 

 ②ボートを利用した水面利用（３月～１１月） 
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○多様な主体との連携の可能性 

今後、皇居外苑、千鳥ヶ淵周辺を対象とした環境教育を検討するにあたり、連

携が考えられる対象としては、千代田区、千代田区観光協会、地元の学校、科

学技術館、丸の内さえずり館、ガイド団体、研究者などがある。 

こうした団体の活動には、直接的に環境教育を全面に出していなくても、企

画の中に環境教育的側面を含めている場合もある。 

（今後連携が考えられる各主体（例）） 

■全体企画運営・コーディネイト 

利用形

態・分野 

名称 概要 

施設管理
者・観光
関連企画
運営 

財団法人国民公園
協会「皇居探訪セ
ミナー」 

皇居東御苑、皇居前広場、北の丸公園、外苑濠等を対象に、ガイド・講師に依頼し
て史跡探訪や自然観察のセミナーを企画・運営。 

千代田区まちづくり
推進部道路公園課 

所管する公園内で、区の花さくら再生計画のさくら教室を開き、さくらサポーターとい
っしょの手入れ、緑道の清掃ボランティア等の活動を実施している。 

千代田区観光協会 さくら祭りの際には、ＬＥＤ照明を使い、サクラの枝を傷つけないようにするなど、環
境に配慮した祭り運営に力を入れている。 

■ガイドや自然観察、講習会等の担い手 

利用形

態・分野 

名称 概要 

日常型利
用（ボラン
ティアガイ
ド） 

江戸歴史散歩ボラ
ンティアガイド「江
戸東京ガイドの会」 

国内外からの観光客向けに千代田区内の史跡や観光スポットを案内するガイド。日
本語、英語、フランス語、ドイツ語、イタリア語に対応。 

東京シティガイドク
ラブ（財）東京観光
財団 

都内 20 コースの一つに「丸の内・大手町・皇居外苑コース」あり。東京シティガイド検
定の実施機関。合格者は自主活動組織「東京シティガイドクラブ」に入会資格授与。

ちよだ環境ボラン
ティア「さくら美守り
隊」 

さくらまつりの期間中、緑道の景観保全、さくら保護のための千鳥ヶ淵緑道花見客へ
のゴミ持帰、宴会禁止、禁煙など「お花見マナー」を緑道清掃しながら直接口頭で注
意。 

日常型利
用（自然
観察・史
跡案内） 

丸の内さえずり館 財団法人日本野鳥の会と三菱地所㈱が共同で企画。現在は三菱地所のＣＳＲ活動
の一環として運営され、皇居や皇居外苑など対象とした自然観察会等を企画実施。

科学技術館「サイ
エンス友の会」 

小学校３年生以上を対象として、「科学する心」を育てる活動。４月から１年間にわた
って様々なプログラムを実施。その一環として、植物、動物の各専門家を講師に招
いた北の丸公園での自然観察会を実施。 

日常型利
用（学校
教育） 

千代田区内学校 複数の学校が、それぞれのカリキュラムの一環として、校外学習、体育、環境学習
（自然観察会）などで定期的に利用。 

研究フィ
ールドとし
ての関わ
り（研究
者、ＮＰ
Ｏ） 

ＮＰＯ東京セントラ
ルパーク（景観研
究） 

江戸開府 400 年、日比谷公園開設 100 年を契機に、平成 15 年 10 月に市民のため
に日比谷公園、国会前庭、内濠、皇居前広場、皇居東御苑、北の丸公園、千鳥ヶ淵
公園、千鳥ヶ淵戦没者墓地等の公園・緑地の横断的連携、首都東京にふさわしい
中央公園としていくための活動実施。 

千代田区立四番町
歴史民俗資料館 

江戸遺跡の発掘調査や生活用具を収集し、それらの資料を保存公開しており、文化
財保護に関する講演会等各種催しを開催。 

公益財団法人 東
京都公園協会 

日比谷公園の市民カレッジや都立公園で環境問題から暮らしの中の緑まで様々な、
座学、野外学含め「緑と水の市民カレッジ講座」を開催。 
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北の丸公園における環境教育活動の検討について 

 

                    環境省皇居外苑管理事務所北の丸分室 

 

１ 経緯 

 北の丸公園は旧近衛師団兵舎跡地に森林公園として整備されたものであり、昭和 44

年の開園後４０年が経過し武蔵野の里山を思わせる公園となりつつある。このような中、

現在では皇居東御苑とあわせ自然観察・花木鑑賞等のツアーに利用されているほか近隣

小学校を中心に低学年を対象とした「自然とのふれあい」のための授業など、散策以外

の環境教育的な利用が見られるようになっている。 

 このような状況を踏まえ、公園の特色を活かした管理を検討するために、平成 21～

21 年度に「北の丸公園自然資源等基礎調査」を行い、環境教育等に資する資源の把握

や活用方法の検討を行った。 

 

２ 北の丸公園の特色と環境教育の対象となる資源 

○ 旧江戸城北の丸、旧近衛師団兵営地を経て今日の公園となった歴史的変遷があ

り、各時代の痕跡が複層に折り重なっている。桜田門、清水門、旧近衞師団本

部などの文化財が域内に所在。 

○ 都心部の公園としては、生物相が多様で、キンランなどの希少な植物も生育。    

外来種が優占する場所は少ない。江戸時代からの生物相が温存されている場所

も存在。 

○ 苑内で発生した落葉の活用、太陽光発電などの環境にやさしい施設の整備、苑

内の池への人工浮島の設置による生物の生息場所の確保なども実施。 

○ アンケート調査等からも「北の丸公園の歴史と自然を紹介してほしい」といっ

た要望が多い。 

 

    

        

３ 情報の積極的提供とさらなる利活用の促進の方向 

 (利活用の方向性) 

 都心の中での自然の美しさや豊かさ、快適な環境を感じる憩いの場として活用。 

 多様な自然的資源や歴史的資源をきっかけとして環境について考え、理解力を

育成する環境学習の場として活用。 

資料４－２ 参考資料１ 

  別添「北の丸公園の歴史と自然」参照
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  学校の授業や科学技術等の解説等を補完し、自然や環境、野外活動の体験フ

ィールドとして活用。 

 

この検討では、上記の利活用を実現するための地区毎の管理方針や施設整備や

ソフトについて方向性を提案し、その中で、情報発信や環境教育の例を提案して

いる。 

 

別添 「北の丸公園自然資源等基礎調査で提案されている取組例」を参照 

   

 現在、これらの検討結果を受け、「使い勝手のいい情報」はなにか、また、「使

い勝手のいい提供の仕方」はないかを模索しており、とりあえず試行的に小学校

低学年の担任教師や自然観察会のメンバー、ボランティアガイドの方々を対象に

ガイドツアーを実施したところ。 

  

 

                           

北の丸公園自然資源等基礎調査で提案されている取組例 

           

 

 



6 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

 



8 

 

皇居外苑探訪セミナーについて 

                         （財）国民公園協会皇居外苑         

 

国民公園の皇居外苑、北の丸公園及び皇居東御苑は、皇居を中心に広がる都

心の貴重な緑地空間であるとともに、江戸城史跡、城門など歴史遺構、文化財

などが点在しています。国民公園協会皇居外苑では、この地域のこうした自然

や貴重な資源を探訪対象とし、樹木や花の説明、歴史エピソード等、講師の解

説により、様々なテーマで探訪するセミナーを、２００７年から１５回実施し

ています。２月には、この地域に飛来した渡り鳥等にスポットを当てバードウ

ォッチングを行いました。 

今後、この地域の貴重な資源を、様々な視点、テーマにより、いろいろなコ

ースで探訪し、この地域の歴史、自然、文化を、見て、体感し、新しい発見に

より学び、皇居外苑地域の資源の適切な保全と活用について考える、都心にお

けるエコツーリズムを目指し回を重ねて行きたいと考えています。 

   

        

  

馬場先で満開の桜（イチヨウ）の名前の由来を 巽櫓の前で 

  

桜田門外の変の桜田門で 北の丸公園で満開のハナズオウの説明を

資料 4-2 参考資料
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（最近の実施例） 

  第１５回皇居探訪セミナー「バードウォッチング」（2011 年 2 月 19 日） 

 史跡を巡り歴史や公園の植物を探訪して来たセミナーの番外編、バードウォッチン

グをベテランバードウォッチャーの協力を得て開催致しました。皇居地区はお濠に囲

まれ、また多くの木々にも恵まれているため鳥達の宝庫です。天候や観察時間等の

関係で鳥達にうまく出会えるかは時の運。小雨の降りそうな寒い曇天の下でのバード

ウォッチングとなりましたが思いの外多くの鳥達に出会う事ができました。出発の北の

丸公園から千鳥ヶ淵にかけては「ツグミ」「ヒドリガモ」「カイツブリ」「ヒヨドリ」「ムクドリ」

「ヤマバト」「キジ」など、半蔵門では遥かに「カワセミ」を高倍率望遠鏡で観賞、広い桜

田濠では「カワウ」「カワラヒバ」「キンクロハジロ」「カルガモ」「コガモ」「ヨシガモのペ

ア」などを観賞、「オオバン」が水面から上がって堤塘を登る姿を目の前で見る事がで

きました。ぜひ対面したかった「ミコアイサ」には最後の馬場先濠で出会う事が出来ま

した。雄５羽が滑るように優雅に水面を移動する姿にはつい見とれてしまいました。  

  

北の丸公園からスタート 観賞に併せ写真でも説明をいただきました 

  

オオバンを目の前で ミコアイサ（手前はキンクロハジロ） 
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千鳥ヶ淵利用、環境教育に関する論点について 

 

１ 利用 

①現状と可能性の把握 

○千鳥ヶ淵における利用の現状と課題、ニーズ、利用資源について把握を行

い、問題点と今後の利用展開の可能性について検討を行う。 

○現在の千鳥ヶ淵の利用は、散策、ボート利用に限られているが、象徴性や

歴史性を損ねない範囲であっても、新たな利用動線や利用形態の可能性は

考え得るのではないか。 

 例）水辺とのふれあい 

   千鳥ヶ淵を周回する歩道の活用 

 

○環境教育、自然とのふれあい、環境改善の取組と組み合わせた利用などの

新たな利用形態の可能性がある。（北の丸で検討事例） 

○サクラの時期への過度の集中を緩和し、四季折々に訪れたくなる魅力づく

りの必要性。（千鳥ヶ淵緑道で先行事例） 

○千鳥ヶ淵単独ではなく、周辺の公園、利用施設等との連携した利用を想定

した取組の必要性。 

 

２ 環境教育・情報提供 

○国民公園は、環境教育・環境学習の拠点としての位置づけがあるが、皇居

外苑においては具体的な取組は少ない状況。 

○水質、自然環境の改善後は、都心の貴重な水辺として環境教育資源となる

可能性。 

○環境改善の取組自体の資源としての活用可能性 

○千鳥ヶ淵は北の丸公園など周辺と一帯として、良好な環境教育のフィール

ドとなる可能性 

資料４－３ 


